■補足説明資料

ファイル名：T2-NOZU.doc
	氏名（所属）
	野津厚（港湾空港技術研究所）、nozu@pari.go.jp・046-844-5058

	(1)計算モデル
	・T21～T22まで

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・離散化波数法
・ソフト：港空研資料No.1037の公開プログラム（bouchon33.f）
・作成者：野津厚（2002年）

	(3)参考文献
	・野津厚：水平成層構造の地震波動場を計算するプログラムの開発－周波数に虚部を含む離散化波数法の計算精度－，港湾空港技術研究所資料，No.1037，2002年．

	(4)有効振動数と

時間刻み
	・0～6.25Hz

・0.08秒刻みで計算し，線形補間で0.01秒刻みにして提出．

	(5)平行成層地盤のモデル化
	・R/Tマトリクス


	(6)波数積分法
	・極や分岐点に関しては，振動数に虚部を導入（Phinneyの方法）し（negative imaginary），波数の鉛直成分を常に第四象限に存在させることで対応．
・震源が浅い場合や遠い場合の特段の対応は行っていない．

	(7)点震源のモデル化（ステップ１の場合）
	・滑り速度関数は理論解を使用．公開プログラムは指数関数型の滑り速度時間関数に対応していなかったのでその点の手直しを行った．

	(8)面震源のモデル化（ステップ２の場合）
	断層面を長方形の小断層に分割し，各小断層からの地震動は，小断層の中心に置いた点震源からの地震動で近似した．小断層の有限性を厳密に考慮した地震動は周期T=ΔL(1/v-cosθ/c)においてスペクトルの谷をもつが，点震源からの地震動は谷を持たないので，その周期で誤差が著しく大きくなる（ここでvは破壊伝播速度，cは地震波の速度，θは破壊伝播方向と観測点方向のなす角）．この周期がバックワード側においても0-5Hzの範囲に入らないようにするため，ΔL=ΔW=250mとした．

	(9)減衰の導入法
	

	(10)提出波形に施した波形処理
	・周波数刻みを0.08秒→0.01秒とするために周波数領域で6.25Hz～50Hzの範囲に0を追加することで補間．

	(11)その他
	T21，T22ともFFTのサイズは次の通りとした．

-100kmでは4096

-50km, -30kmでは2048
-10km,-6km,-2km,+2km,+6km,+10km,+30km,+50kmでは1024

+100kmでは2048


